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■敦賀市中池見湿地保全活用協議会 第二回会議 

[議事録] 

日 時：平成 28 年 11 月 11 日（金）15：00～17：15 

場 所：敦賀市東郷公民館 

出席者：会員：８名、顧問：２名 

---------------------------------------------------------------------------------- 

 

１あいさつ 

 敦賀市中池見湿地保全活用協議会第 2 回会議の開催にあたり、井上会長より以下のあい

さつがあった。 

・ 本日は、ご多用な中ご出席をいただきお礼申し上げる。 

・ 当協議会は、7 月 28 日に設立して 3 か月が経過した。少しずつ皆さまの距離を近

づけて活動を深めてまいりたい。 

・ たくさんの議題があるが、それぞれ重要なものであり、皆さまの忌憚のないご意

見をいただきたい。 

 

２議事 

【議事 1】 

[新規会員紹介] 

 （会員）様については、個人としてご加入いただくことになる旨、自己紹介があり、会

員登録について出席者より承認された。 

 今後も参加希望があればご紹介いただき、より会員のネットワークを増やしていく旨、

確認した。 

【議事 2】 

 前会議について議事録を確認し、特に、質疑応答はなかった。 

 

【議事 3】 

 ふるさと納税の状況について、敦賀市より以下の説明、お願いがあった。 

・今年の目標額は 100 万円としている。広報のチラシを作成した。 

・チラシでの広報や、バナーの設置についてのご協力をよろしくお願いしたい。 

 資金あつめについて、市内各所への募金箱設置を検討している旨、敦賀市より説明があ

り、募金箱設置、集金体制について協議会メンバーの協力依頼があった。 

［質疑・応答］ 

・ （顧問）中池見は保全が難しい。ラムサール登録要件の維持。北方の植物、厚い

泥炭層、人の生活が始まる以前の自然、人が田んぼづくりをしたことにより、生

殖した植物、田んぼが放棄されたことでできた自然の保全しなければならないと
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ころが難しい。どの程度の人の手を入れるのかが課題。活用のついては委員会に

おいて、活用は保全あっての活用、自然を生かした活動が望まれるとのことでま

とめられた。 

・ （会員）2,500 万円の内訳はどこかに示されているか？ 

→（事務局）内訳の大半は中池見ねっとへの委託 1,500 万円であり、他に設備の

維持管理費、計画策定に係る委託費等となっている。 

→（会員）1,500 万円の大部分は人件費。全て手仕事のため、やればやるほど、お

金がかかる。 

→（顧問）前段の委員会では、保全の費用を節約することにはならなかった。今の

活動を続けるために、どのように資金を得るか、というご議論いただきたい。 

・ （会員）寄附金は、その使途に対する理解が得られないとの協力は得られない。

なんとなくの募金では効果は無いと思う。募金の意欲が増すような努力も要する

のではないか。 

→（会長）今後、基金がなくなった際に、市はどのようにしようとしているのか？ 

→（敦賀市）まずは、道筋としてふるさと納税のしくみを作ってきた。しかし、一

般財源を得るためには、市民の理解が必要である。そのためには、まずは中池見湿

地への入込数を増やすことは必要であると考えている。 

まずは、ふるさと納税に取り組み、これを充実させたい。その他、物販、市内での

募金箱など、アピールが必要であると考えている。 

今後、人口減少が進行する中で、基礎自治体だけで考えることは難しいとも考えて

いる。 

→（会長）平成 27 年度に大きな寄附があったようだが、今後もありうるのか？ 

→（事務局）平成 27 年度は一口 200 万円の大口の寄附があり、これは特殊な例と

考えている。その他は 20～30 万円/年の寄附となっている。 

→（会長）これまで、物販はあったか？ 

→（敦賀市）市としては実施していない。 

→（会員）これまでは、物販は取り組みにくい状況であった。 

→（敦賀市）市としての物販は難しい。独自に取り組まれてはどうか。飲食につい

ては保健所の指導もあると思う。 

→（会長）市としては、基金枯渇後の市の手当てはなくもないが、前提として、市

民の応援が相当必要であるとのことだ。 

→（会員）東京には県人会があり、そうした人たちにアピールできるとよいと思

う。 

→（会員）高校の同窓会などもある。 

→（敦賀市）市では、大学の学生が合宿で市内に宿泊すると 1 泊 1,750 円の補助

をする制度もある。 
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→（敦賀市）寄附金のための募金箱について、市として取り組みにくい状況もあ

り、中池見ねっとが NPO 団体として実施してはどうかと思う。 

→（会員）それが可能であれば、ねっととしても取り組みやすくなる。 

→（会長）チラシ、バナーの設置など、皆さまにご協力をいただきたい。物販につ

いても、どんどん進めていただきたい。募金箱については、中池見ねっととして取

り組めることで確認できたと思う。皆さまには、募金箱の設置場所について、アド

バイスをお願いしたい。 

 

【議事 5】各団体活動報告 

 各団体活動報告について、出席団体より資料をもとに説明があった。 

［質疑・応答］ 

・ （会員）現在、スマートフォンのアプリをつかって、中池見湿地の駐車場案内が

できるようなシステムを組みつつある。皆さまのご了解をいただけたら、オープ

ンすることもできる。 

→（会長）別途整備されるメーリングリストでご紹介いただき、皆さまのご意見

をいただいた上でオープンいただいてはどうか。 

【議事 6】その他 

 協議会の連絡用にメーリングリストを整備する旨、事務局より説明があり、了解された。 

 ラムサール市町村会議の加入について、事務局より意見照会があった。 

［質疑・応答］ 

・ （会員）ラムサール市町村会議について、情報収集のためにもぜひ加入してほし

い。 

→（会員）どんな情報を得て何を情報発信をするかを検討することも必要ではな

いか。 

→（会長）市が加入判断をすることになるので、ここでの意見はこのくらいとし

て、あとはメーリングリストにて、皆さまに意見照会しながら市で検討されては

どうか。 

・ （会員）新幹線の件、機構に問い合わせているが、連絡がない。協議会として、

説明の要請はできないか。 

→（会長）新幹線については、その動向について気になるところである。まずは、

基礎的な情報を共有したうえで検討してはどうか。 

 

（以上） 


